
補　章　アジア諸国の米事情

第1節　中国における米の消費動向とブランド選択要因

1.はじめに

経済成長によって-人当たりの所得が向上すると、一般的に食料消費は、消費量が拡大

するとともに、相対的に上級財の消費が増加し、下級財の消費が低下する。そして、所得

が一定水準以上になると、食料消費は量よりも質が重要となる。そこで本稿では、まず、

近年中国における米の需給動向について一次統計データを用いてその量的変化を捉える。

続いて、米の消費における質的変化について、上海市における米の消費行動の実態とブラ

ンド選択要因を産地分化、製品差別化、ブランド化、消費者の分化、噂好変化の側面から

明らかにする。そこで用いた方法は関係者-の聞き取り調査、市場調査、アンケート調査、

グループ・インタビューなどである。最後に、聞き取り調査および食味調査を通じて富裕

層を中心とする高級米志向、安全性志向の動きを踏まえ、日本米の販売可能性および課題

についても言及する。

2.中国における米の需給動向

2004年時点において、世界の米生産量は約6億558万トン(籾米ベース)であり、消費

量は4億7,862万トンである。そのうち、中国は1億8,052万トン(29.8%)を生産し、 1

億3,893万トン(29.0%)を消費している。

(1 )米生産の長期的変化

中国における米生産の長期的変化を示したのが図1である1961年時点において中国の

米生産量は5,622万トン(籾米ベース)であったが、期間中は生産量が大幅に増加し、 1997

年にはピーク(2億277万トン)に達し、その後は減少傾向に転じたことが分かる。 1961

年から1997年の間に、米の総生産量は約3.5倍になったが、そのほとんどが収量の増加(3

倍)によるものと思われる。

ところで、もう少し詳しく期間ごとに見ると、 1970年代後半までは、収穫面積と収量の

増加がともに生産量の増加に寄与したことが分かる。このことは、 1960年代後半以降にお

いて、濯概、脱穀・調整労働の機械化・省力化によって多毛作が普及・定着したためであ

ると考えられる(Ishikawa [1981]),また、 1970年代後半以降に、収穫面積の減少がみら
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れ、農政改革とともに多毛作化の行き過ぎが労働生産性を低下させる要因として批判され

るようになり、土地利用率の低下が生じたためである(木南[1993])。さらに、 1980年代

半ば以降、収穫面積が減少する一方で生産量が増加し続けたのは、農業経営における効率

性の改善、土地改良や新品種の開発・普及などによる技術進歩、その他の政策的要因など

によって米の収量が大幅に増大したためである(Dongetal. [2006]),しかしながら、図1

に示したように、近年における米の生産量の低下は生産者価格の低下に伴って生じており、

中国の米をめぐる消費動向は米の生産に大きく影響していると考えられる。

図1.中国における米生産の長期的変化(1961-100)

往;生産者価格については. 1991年を100とした.

出所:FAOSTAT>Production >ProdSTAT及びCore production D山(2007年2月10日)

(2)米消費の長期的変化

中国における米消費の長期的変化を示したのが図2であり、 1961年から2003年におけ

る米の消費量(粗食料)、人口、 1人当たり年間消費量が描かれている1961年時点におい

て、米の消費量は約5,001万トンであったが、 1997年にはピーク(1億7,168万トン)に

達し、その後減少傾向にある1961年から1997年までの間に、米の消費量は約3.5倍に

なったが、期間中の人口および1人当たり年間消費量はともに約1.9倍になった。ところで、

米の1人当たり年間消費量は、 1984年にピーク(146.9kg)に達したのち増減を繰り返し

ながら減少に転じてきており、 1990年代末から近年にかけては大幅に減少してきている

(2003年、 117.7kg),人口が増加する一方で、それを上回るほどに1人当たりの年間消費

量が減少したため、 1997年以降は消費量全体も低下したのである。

また、国内消費仕向け量のうち約9割は粗食料として消費されているが、その他の利用

も行われている。図3は、中国における米の利用における長期的変化を示したものであり、

1961年から2003年までに米の利用における飼料用、種子用、減耗量、加工用の用途別の

利用量が国内消費仕向け量全体に占める割合の変化を示したものである。この図からは以

下のことが分かる。
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図2.中国における米消費の長期的変化(1961-100)
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出所: FAOSTAT>Data Archives>Commodity Balances>Crof> Primary Equfvalent(2007年2月1 0日). FAOSTAT> Resources>PopSTAT(2007
LflilE宮E

図3.中国における米の利用の長期的変化(国内消費仕向け量に対する割合)

tt湖米ベースである.国内消費仕向け量は.飼料用. fI子用.渡耗量.加工用.相食糾こ大別され、ここでは租食料を除いた他の用途の割合を示した

出所: FAOSTAT>Oata Archives>Commodity Balances>Crop Primary Equivalent(2007年2月10日)

まずは、各用途のうち、総じて減耗量の割合が最も大きく約5%を占めている。ここで

の減耗量とは、輸送や貯蔵における減耗分のことであり、米の流通過程におけるロスが大

きいことがうかがえる。次に、種子用の利用量は、 1961年には約7%であったが期間中は

低下し、近年では約2%になっている。さらに、加工用の利用は1961年にはほとんど見ら

れなかったが、期間中は上昇してきており、近年では約1%占めるようになっている。こ

のことは、経済成長に伴い、ライフスタイルや食生活の変化に伴い、加工食品に対する需

要が相対的に増大したことを読み取れる。最後に、飼料用の利用量の変化である。飼料用

の利用は1961年時点ではほとんどなかったのに対して、 1990年代初めごろには約3%に

達した後、 1993年にかけて約1%にまで低下し、 1996年には約6%までに達し、近年では

再び低下してきている。
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(3)米の自給率の長期的変化

中国における米の貿易量、在鹿変動、自給率の長期的変化を示したのが図4である。こ

の図からは中国における米自給や貿易に関する特徴を以下のように指摘することができる'。

まずは、中国の米の自給率は、 1970年代後半までにほとんど100%を達成したが、その

後は97% (1985年)から105% (1997年、 1999年)の間で変化し七きてい:i)。そして、

1980年代以降の米供給において在庫の放出と積増しの組み合わせが大きな役割を果たして
'ン

おり、在庫の放出が続いた後には、輸入の急増による米の供給を確保してきた。また、上

述した輸入が急増する年を除けば、輸出量(403万トン、 2003年)は常に輸入量を上回っ

ているものの、輸入量(119万トン、 2003年)も常にある程度存在し、しかも長期的には

増加傾向にある。

図4.中国における米の貿易量、在庫変動、自給率の長期的変化

珪:靭米ベ-スである.自治串は筆者の計算による(国内生産量÷国内消費仕向量).

出所:FAOSTAT>D山Archives>Commodity B山nces>Crop Primary EquhIent(2007年2月10日)

(4)米生産の地域的分布

2005年における米生産の省別分布を示したのが図5である。年間の生産量が1,000万ト

ン超えた地域は湖南省、四川省、江蘇省、江酉省、湖北省、安徽省、広西省、黒龍江省、

広東省であり、 20年前に比べて米の生産地に大きな変化が生じたことが分かる。表1は過

去20年における米生産の上位10省の推移を5年ごとに示したものである。この表からは

漸江省、広東省、福建省などの中国沿海部の産地において米の生産が縮小する一方で、黒

龍江省では生産が拡大していることが分かる。

また、米生産の上位10省の集中度は、 1985年には87.2%であったが、2005年には80.5%

となり、低下してきている。一方、上位5省の生産の集中度は、 1985年には53.6%であっ

たが、その後低下し、 2000年には49.8%になったのち、 2005年には51.1%に上昇してい

る。
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図5.中国における米生産の省別分布(2005年)

出所: http://zzys.agri.gov.cn/nongqinK.asp (2007年2月10日)

表1.米生産の上位10省の推移(1985-2005年)

単位10,000トン

順位 1985 1990 1995 2000 2005

1 湖南 2,339 湖南 2,468 湖南 2,438 湖南 2 ,39 3 湖南 2,296

2 四川 1,9 26 四川 2,197 四川 2,098 四川 2 ,16 7 四川 2,027

3 江蘇 1,6 39 湖北 1,790 江蘇 1,799 江蘇 1,80 1 江蘇 、1,707

4 湖北 1,5 72 江蘇 1,709 湖北 1,73 1 湖北 1,49 7 江西 1,667

5 広東 1,5 61 広東 1,678 江西 1,487 江西 1,492 湖北 1,53 5

6 江西 1,4 76 江西 1,588 広東 1,472 広東 1,423 安徽 1,25 1

7 斬江 1,3 58 安徽 1,34 0 安徽 1,270 広西 1,227 広西 1,169

8 安徽 1,163 斬江 1,321 広西 1,260 安微 . 1,222 黒竜江 1,122

9 広西 9 86 広西 1,201 斬江 1,2 19 黒竜江 1,042 広東 1,117

10 福建 6 81 福建 7 31 福建 725 斬江 990 雲南 64 6

集中度 5 省 53.6 52.0 51.6 4 9.8 5 1.1

10 省 87.2 8 4.6 83.7 8 1.2 80.5

出所: http:〟zzys.agri.gov.cn!hongqing.asp (2007年2月10日)

註:集中度とは上位5省(10省)の米生産丑が全国生産量に占める割合である。

四川省の生産丑は宜慶市(1997年に直轄市に昇格)の生産丑を含む。
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以上の分析からは少なくとも1990年代末以後、中国での米の需要と供給において大きな

構造変化が生じているごとが示唆された。それらはすでに一人当た'り年間消費量の減少、

米の生産者価格の低下、輸入量の増加、産地分布の変化など量的な側面から捉えることが

できた。しかしながら、米の需給動向に影響を与える要因は所得、価格、人口、噂好など

複数に存在し、これらの要因はどのように絡み合いなが,ら米の消費行坤こ影響を与え、さ

らにどのような米が消費者に選ばれ、それが最終的に米の生産および貿易に影響を与えう

るかについては、米の消費行動の実態とブランド選択要因を明らかだし、米の消費につい

ての質的変化を捉えることが必要である。

3.上海市における米の消費行動の実態とブランド選択要因

米の消費行動の実態を探るために、 2004年と2005年に上海市における実地調査を行っ

た。調査方法は以下の通りである。まずは2004年7月末にJETRO上海事務所の担当者、

復且大学の学者および上海市農業委員会の担当者に対する聞き取り調査、富裕層主婦およ

び上海大学の教員・学生-のグループインタビューと試食会、外資系スーパーやコンビニ

および農産物市場などでの価格調査を行った。続いて2005年3月末に上海糧食局の担当者

に対する聞き取り調査、富裕層主婦および一般市民-のグループインタビュー、一般市民

-のアンケート調査、高級デパートや外資系スーパーおよび農産物市場での価格調査を行

った。さらに2005年9月に上記同様の価格調査や富裕層主婦-のグループインタビューを

行った。以下の分析はこれらの調査結果を踏まえたものである1)0

(1)米の消費パターン

上海市における年間の穀物消費量は約570万トンであり、うち米の消費量は200万トン

である。上海市の米の生産量は年間10万トン以下であり、東北三省、江蘇省、安徽省など

からの米で需要を満たしている。改革開放前まで上海市民はインディカ米を主食としてい

たが、現在は流動人口を含めてもジャポニカ米の消費がほとんどである。

まず、上海市民にとって米飯をよく食べる場醜こついて質問したところ、回答者のうち6

割が「自宅」と答え、 4割が「レストラン・食堂など」と答えた。経済成長に伴い中国の都

市部においてr食の外部化」が進んでいることが窺える2)。また、 1日当たりの米飯を食べ

る回数については「3回」と「2回」がほぼ同等で半数をやや下回る0 「2回」と答えた理由

について尋ねたところ、朝食は時間がないためおかゆではなく、点心を食べることが多い

ことが分かった。さらに、 1回につき米飯を食べる量については個体差があるものの総じて

女性は0.5-1杯であるのに対して、男性は1-2杯が最も多いようである。

(2)米の購入形態

まず米の購入先については、スーパーマーケット、米穀店(粒食総合便利店)、農産物市
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場の順となっている(写真1 、写真2、写真3を参照)0

スーパーマーケットで米を購入する理由は品質・安全

面がある程度保証されていることと品種や銘柄を豊

富に揃っていることである。便利店は米の購入先とし

て最も歴史が古い上、市街地に立地しているため、食

粒の補助を受けている貧困者も指定された便利店で

補助カードを使って米を購入することが出来るため

住民に馴染みが深い3)。一方、農産物市場での米の購

入については、野菜・肉・水産物を購入するついでに

米を購入するケースがあるほか、 10キロ以上購入する

場合は家まで届けてくれるため年配者や常連客に支

持されている。ところで、スーパーマーケットが、米

の購入先としての歴史は短いものの、主な米の購入先

として浮上してきた背景には、近年中国における食糧

の流通体制に大きな変化が生じていることが考えられる。

「省長責任制」 4)の導入に伴い、上海市糧食局は1998年から組織改革(政企分離)を行い、

職員を従来の170人から現在の40人までに減らし、 「上海良友集団」を企業部門として独

立させた。現在上海糧食局の役割は主に次の5つとなっている。すなわち、 ①マクロ的な

調整・コントロールを通じて食糧の供給バランスを保つこと、 ② 「食糧流通管理条例」の

作成と執行、 ③食糧の質の管理、 ④統計の整備、 ⑤食糧の買い付けなどである5)0

上海粗食局の買い付けた米の主な販売先はスーパー、糧食便利店、団体(学校・企業な

ど)および農産物卸売市場である。上海市における食糧の卸売市場は9つ(真新、大場、

曹安路、華江、農中心、十六舗、高潮、赦原、七宝、江楊)あるが、米の生産から消費ま

での流通ルートは多様化し、米生産農家・加工企業・卸売業・小売業のうち小売業の力が

最も強く、競争が激しい。一方、産地間の競争はそれほど激しくなく、生産者は小規模経

営のため、組織されておらず、ひとつの力になるにはまだ至っていない。

次に、 1回当たり米の購入量についてみると、農産物市場での購入は少量の量り売りが中

心であるのに対して、スーパーマーケットでの購入は1回に付き10キロが最も多い。しか

しながら、富裕層の主婦たちはスーパーで5キロ詰めの米を買っているし、 5キロ以下の袋

詰めが良いとも答えた。実際に高級デパート(久光)の米売場では2.5キロ袋詰めの米が最も

写真1.スーパー(2004年7月)

写真2.米穀店(2005年9月) 写夷S.農産物市場(2005年3月)
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売れている。

さらに表2と表3に示したように、近年上海市における米の小売価格は品種・銘柄・店

舗によってばらつきが大きく、 1キロ当たりでは2.6-18.4元の開きがある。最も安い米は

大手スーパーの量り売りのノンブランド・ジャポニカ米であり、キロ当たりは2.6元である。

一方、最も高い米は広東省産の有機栽培コシヒカリ(穂の香り)であり、キロ当たりは18.4

元である。アンケート調査によれば、キロ当たり2-6元の米を購入する人が最も多く、約

8割を占める。

表2.上海市における米の小売価格(2004年7月)

小売店 分類 ブラン ド 価格 (元′5kg) 産地 備考

日本食

品生活

鰭

日本米

美漬米 35.0 吉林省 日本はっ しも改良種子

秋田小町 (黄袋 ) 45 .0 あきたこまち

秋田小町 (青袋) 45.0

秋田小町 (自袋) 60.0

心悦こしひか り 56.0 遼寧省 28 元′2.5k g で販売

その他 富晒営養米 45.0 黒光江省 緑色食品

家得利

超市

ジャポ

ニカ米

八五八精活大米 22.0 黒光江省 ※37.8 元′10kg でも販売

床恵清香梗米 18.6 上海市
37 .2 元′10k g でセール販売

(元の価格は 38.8 元)

金福壁苗米 33.5 広東省広州市

福 m i 大米 20.8 江券推家港

新米 17.4 江券強家港 34 .8′10kg で販売

香米

金福泰香米 5 1.6 広東省広州市 25 .8 元′2 .5kg で販売

黒尤江香米 29.0 黒光江省

虹嘉麟泰香米 51.8 上海市

山隆維他鼻族香米 55.2 上海市

カルフ

ーノレ

ジャポ

ニカ米

穂の香 り 9 1.75 広東省

36.7 元/ 2kg で販売

(表記 :有機農法 . 日本産コ

シヒカリ)

錦菜園みつひか り 58※ 上海市
※20 03 年 8 月調査時の価

格は 52 元′5k g

米飯 大盛 方便飯
27.3

(元′280g)
日本

つやや かなごはん(コシヒ

カリ使用)

製造 :S & B 食品 輸入 :上海

東峰実並有限公司
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表3.上海市における米の小売価格(2005年3月)

小売店 分類 ブランド 価格(元′5kg) 産地 備考

日本食

品生活

鰭

ジャポ

ニカ米

しんせん米 45 吉林省
あきたこまち、21元′2kg

で販夷

越光米 59 遼寧省 コシヒカリ

カルフ

ール

タイ米 泰国大米 (隅 ) 29 不明 量り売り

ジャポ

ニカ米

散装大米 (N B ) 12.9 不明 量り売り

八五八 15
黒龍江省 (八

五八農場)

緑色食品、30 元′10k g で販

売

南方 (P B ) 14.75 南方
楽恵製造、29.5 元′10k g で

販売

元鶴牌伐債米 14.3 28 .6 元′10k g で販売

香米
天然香米 59 湖南省 ll.8 元′1k g で販売

金象牌 64.6

タイ香

米

泰香牌

68.2T H A I H O M

M A L I R IC E

程家楠

菜市場

ジャポ

ニカ米

1.50- 1.70 元′

斤
江蘇省 量り売り

2.0 元′斤 東北 量り売り

註: rNB」はノンブランド、 「PB」はプライベートブランドの略。

(3)米の購入基準とブランド選択要因

消費者は米を購入する際、最も重視する点は何か、またどの様な米が消費者に選ばれて

いるかを知るために、異なる所得階層の消費者を対象にグループインタビューとアンケー

ト調査を行った。米の購入基準としては、 ①価格、 ②味、 ③銘柄、 ④産地、 ⑤精米年月日、

⑥栽培方法の6つを選んだ。

表4は米購入時に最も重視する基準の順位を、所得階層別にまとめたものである。どの

所得階層も米を購入する際、味を最も重視する一方で、所得の上昇につれ、価格の重要度

が低下し、ブランド(銘柄・産地)、品質(精米年月日) ・安全性(栽培方法)を重視する

ようになっている。言い換えれば、上海市における米の消費は、従来の低価格志向からブ

ランド・高品質・高安全性志向-と重心を移してきているのである。
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表4.コメの購入基準の順序(所得階層別)

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

合計 咲 銘柄 価格 産 地 栽 培方法 精米年月 日

(N = 30 1 (4 .4 1) (4 .3 2 ) 4 .2 2 (3 .3 8 ) 3 .1 6 ) (3 .0 0 )

5 万元未満 咲 価 格 銘柄 産地 栽培 方法 精米年 月 日

(N =2 19) (4 .3 8 ) (4 .3 0 ) 4 .2 8 (3 .3 2 (3 .0 8 (2 .8 5 )

5 - 1 0 万元未満 咲 銘柄 価格 産地 精米年 月 日 栽培 方法

N = 43 (4.3 5 ) 4 .2 6 (3 .8 8 ) (3 .7 5 ) (3 .5 5 (3 .3 8)

1 0 万元以上 咲 銘柄 栽培 方法 精米年 月 日 産地 価 格

(N = 18) (4 .6 5 ) 4 .3 5 ) (4 .18 ) (3 .8 2 (3 .7 8) 3 .7 1)

註:購入基準については、 r重要であるJ rやや重要であるJ rどちらでもないJ rやや重要でないJ r重要でない」をそ

れぞれ、 r5」、 r4」、 「3j、 「2j、 rl」と得点づけした。

ところで、米の味については更に6つの指標(①つや、 ②香り、 ③甘味、 ④粘り、 ⑤ば

さばさ感、 ⑥歯ごたえ)を用いて階層間の晴好の違いを探った。表5は所得階層別の味に

対する評価順位を示したものである。中国の消費者は、どの所得層も米に香り、つや、歯

ごたえを求めており、逆に甘さをあまり重視せず、日本の消費者と比べてはっきりとした

違いが見られた(図6を参照) 6)<ただし、粘りは所得が高いほど好まれる傾向が見られる。

表5.ブランド選択要因(所得階層別)

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

合計 N =3 0 1 )
香 り つや 歯 ごたえ 甘 さ 粘 り ぱ さぱ さ感

(4.4 2 (4 .2 9) (3 .7 0) (3 .6 3 ) (3 .6 3 (3 .2 0)

5 万元未満 (N = 2 19 )
香 り つや 甘 さ 歯 ごた え 粘 り ぱ さぱ さ感

(4.4 0 ) (4 .2 7 ) (3 .6 2) (3 .5 8 ) (3 .5 7 ) 3 .14

5 - 1 0 万元未満 (N = 4 3 )
香 り つや 歯 ごた え 甘 さ、粘 り ぱ さぱ さ感

(4.4 9) (4 .4 0 ) (3 .9 8) (3 .6 4 ) (3 .5 1)

1 0 万元以上 (N = 1 8)
香 り、歯 ごた え つや 、粘 り 甘 さ ぱ さぱ さ感

(4 .6 5 ) (4 .2 9 ) (3 .8 2 ) (3 .5 3 )

註: 「5-10万元未満」の4位と5位、 「10万元以上」の1位と2位ならびに3位と4位の評価点は少数点3桁以

降もそれぞれ同一であった。

-105-



図6.米に対する晴好の比較(上海大学と新潟大学の学生)

以上の分析をまとめると、上海市における消費者の米に対する噂好の変化は図7に示し

たように大きく二つの要素から構成されているということになる。すなわち、米の消費パ

ターンとブランド選択要因の変化である。経済成長に伴い、所得とライフスタイルの変化

につれ、 「食の外部化」が進み、米の消費パターンは量の減少とともに低価格志向からブラ

ンド志向、高品質・高安全性志向-と変化するのである。このような消費面での変化は、

既存の生産・流通に関する研究で指摘されている米の品種別構成の変化とも整合性を有す

る7)。一方、米の味に対する噂好の変化は、所得やライフスタイルの影響よりもむしろ他の

要因、例えば食文化(米を主食とするか否か)や情報(口コミ、 TV、新聞)および経験(普

段はどの様な米を食べているか)などに影響されると思われる。

図7.上海市における米の消費に対する晴好の変化
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4.日本米の販売可能性と課題

中国-の米輸出は過去に年間数トン程度の実績があったが、 2003年に中国側が日本特有

の害虫が発生するとして輸入を原則停止していた。報道によれば、この度日中間で日本産

米の対中輸出解禁で基本合意し、 7月にも輸出を始める計画である8)。ところで、これまで

に日本産米の価格は中国産の数から10倍と高いが品質・安全性の面で優れているというこ

とから、中国市場での価格競争力は弱くても大都市の富裕層には受け入れられるのではと

の見方があった9)。本文はこれらの既存研究を踏まえつつ、グループインタビューを通じて

中国富裕層の実態を探りながら彼らが米にどのような特質を求めているかを明らかにする。

表6はグループインタビューの結果をまとめたものである。富裕層をFグループ、一般

市民をGグループと名づけた。インタビューはGグループに対して1回(2005年3月)、

Fグループに対して2回(2004年7月と2005年3月)実施した。ここでの富裕層は以下のよ

うな特徴を有する。まず、高収入・高学歴の上、国内政治-の関心が薄く、個人消費や海

外のライフスタイルに強い関心を示している。次に、一般市民が憧れているマイホーム、

マイカー、海外旅行などをすでに手に入れたため、目的化した消費から自身のライフスタ

イル実現のための消費-と変化してきている。そして、消費する際、万人向けのテレビや

新聞の広告からの情報に飽き足らず、仲間内の口コミと自身の購買経験などを情報源とし

ている。さらに、日本に対するイメージは(自身の海外での生活経験が影響しているため

か)一般市民のようなありきたりのステレオタイプではなく、比較的客観的なものとなっ

ている。

そして、富裕層のこのような特徴を踏まえて、彼らの求めている米の特質を図8に示し

た。なお、ここでの日本米には日本品種米(東北三省などで栽培されている米)と日本産

米(日本からの輸入米)の二種類が含まれる。まず、富裕層は米消費においてブランド志向が

強く、現状の中国産米に対して品質・安全性・表示の信頼度などの面において不満を抱い

ている。また、口コミや自身の購買経験を重視するため、米-の要望として高品質や少量

詰めがある。さらに、日常的に日本製品(食品を含む)との関わりを持っているため、高

品質・高級感の溢れる日本産米は彼らの米に対するニーズを満たすだけではなく、彼らの

ライフスタイル実現の方法としての消費スタイルとも合致する。

一方、一般市民は米消費において食味・価格志向が強く、一定の品質を有しながらも妥

当な価格で販売される米を望んでいる。また、テレビや新聞などの広告に対して敏感に反

応するため、食味は日本産米に近いが値段はその10分の1以下である東北産日本品種米は、

彼らの米に対するニーズを満たすことができると同時に、彼らの目的化した消費スタイル

とも合致すると思われる。
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表6.グループインタビューのまとめ

名称 F グループ G グループ

属性

(年齢/

性別/ 職

業など)

年齢 .性別 :30 才代 4名、40 才代 1名、50

才代 1名全員女性

年齢 .性別 :20 才代 4名(男性 2名、女性 2

名)、40 才代 1名(女性)

職業 :全員専業主婦0 元の職業は医師、法律 職業 :博物館職員、銀行員
顧問、設計士、外資企業社員など 月収 :3,000~ 4,000 元

婚姻 :全員既婚 婚姻 :既婚 3名 .未婚 2名

子供の数 : 1 人(晩婚のため)或いは2 人 子供の数 :理想は2人0 子育て費用の高さを

学歴 :大卒以上 考えると1人 しか欲しくない

世帯年収 :50~ 100 万元以上 学歴 :専門学校卒以上
出身池 :上海市 4名、北京など2名 出身池 :全員上海市

自身への

評価

.ニューリッチ、舟族、情報の発情者 上海市民の中では中間より下に属する

.政治と一定の距離を保っている。

.「博愛心」と 「宗教心」を持つ

日常の関

心事

①子供の教育 (世界で通用する人になつ七ほ

しい)

(り健康(飲食 .運動)

②住宅

②良いお手伝いさん ③自家用車
③日本製の蚊取り器と使い捨てカイロ ④旅行 (国内 .海外)

購買情報

蘇

①口コミ (りテレビ

②購買経験 ②新聞

③雑誌 (外国誌) ③口コミ

日本に対

する

イメージ

日本 :とても美しい国。秩序がある。ストレ

ス社会。

日本人 :女性は身だしなみ重視、ファッショ

ンセンスが良い0 男性は酒癖が悪く、女性に
対して無礼日本人 :礼儀正しい。仕事は真面目。生活に

ゆとりがない。 日本製品 :高品質 .精練 (SO N Y ), 日本式

の食品(ラI メン、す Lなど)は美味しい、健
康的なイメージ

日本製品 : 値段は高いが、品質が良いため、

安心できる○

日本製品との関わり: 日用品の殆どが日本製

品0 食品(特に子供用)も日本製品を購入0 「不

買運動」はばかばかしい

日本製品との関わり:不買運動(最近の 5.6

午)の影響、日常生活で触れる機会はほとん

どない0

米の消費

理由 :健康 .栄養 .生活習慣 理由:生活習慣

購入基準 :銘柄 .産地 購入基準 :食味 .価格

購入する銘柄 :東北米、有機米 購入する銘柄 :楽恵、東北米

について 1回の購入量 :5kg 1 回の購入丑 : 10kg

味への評価 :「甘さ」、「香り」、「粘り」の調

和

味への評価 : r香り」、rつや」、「歯ごたえ」、

「甘さ」の順

.古くて品質の悪い米が売られている 値段が上がっている

中国産米 .米に関する事件が報道されている

への不満 .ほとんどの商品に 「有機J 「緑色」表示が

あるが、あまり信頼できない

改葬され

た点

.最近包装が良くなった

要望

.品質の良い米

5kg 以下の袋詰め

. 日本やヨーロッパで認証された米

日本米に

ついて

.半数の人が食べた経験があり、美味しいと

思う

.食べたことはないが、食べてみたい

.55 元/ "10kg (中国の緑色米より10- 15%

高い) なら日常的に購入.以前そごうデパートで 188 元/ 2kg の日本

米を購入した○味は日本で食べた米と変わら

ないが、少し古い感じがした

.贈答品としてならば、PR 次第である程度

禿れる

.高品質で安全なら高くても買う
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図8.異なる消費者の求めている米の特質

以上の分析を踏まえると、近い将来、上海市場において異なる品種・銘柄・価格帯の米

の間で激しい競争が予想され、その中で食味・品質・安全性の面において優れたものは消

費者に選ばれ、そうでないものは淘汰されていくことが予測される。図9はこのような米

消費のダイナミズムを描いたものである。

-109-



図9.上海市における米消費のダイナミズム

時間・所得

横軸は時間と所得の推移を衷し、縦軸は米の品種・産地・銘柄間の競争度合を表してい

る　2000年以後、中国の食棒供給において市場原理が導入され、米の一大消費地としての

上海市場では生産面における産地間の競争が映し出され、産地表示の銘柄が小売を席巻し

たのである。しかし、このような状況は流通改革(特に小売の急速な発展) 10)によって穣

され、あっという間に産地表示の銘柄が消え、品種・品質・栽培法を表す銘柄に取って代

わられた。また、これまで、一部の高級タイ産輸入米を除けば、東北産ジャポニカ米が圧

倒的な人気を誇ったが、 2005年以後は消費者の安全性-の関心の高まりと所得の一層の向

上に伴い、東北産ジャポニカ米の人気に陰りが見え始めたのである。近年、有機栽培米、

日本品種米など-の関心が高まり、消費者の米に対する高品質・安全性志向が一層強まっ

たのである。

筆者はこのような状況は、日本産米の中国-の輸出の地ならしができたと見る。しかし

ながら、日本産米を今後中国市場において一定のロットを継続的に販売していくためには、

米生産者・流通業者が一体となって、適切なマーケット・セグメンテーションとクーゲッ

テイングを基にした販売戦略をたてる必要がある。また、一言で「日本産米」と言っても、

実際には多数の産地銘柄のブランドによって構成されている。したがって、輸出する「日

本産米」のブランド管理のあり方について、 「日本」ブランドと「産地」ブランドとの関係、

「産地」ブランド間の関係を踏まえて検討する必要がある。
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注釈

1)アンケート調査の詳細については木下他[2006]を参照されたい0

2)例えば、猪口他[2005]では、アジアの都市部の価値観や生活スタイルに関するアンケート調査を実

施しており、朝食と夕食に関してr店の料理を家で食べる」、 「インチタント食品を家で食べる」、 r外食(レ

ストラン)」、 「外食(屋台等)」などの食の外部化を表す項目について、中国では日本よりも回答割合が高
!

L.(

いことが示されている。

3)詳細については、渡追・木南[2006]を参照されたい。　　　　　`　　_.

4)省長責任制とは、省段階の政府機関のリーダーに斉任を持たせて、 ①域内の食粗作付面積の安定確保、

②買付・備蓄計画の完全達成、 ③各省間の移出入計画の完全実施を義務付け、 ④備蓄運用のための政府規

模の食糧リスク基金の確立を行い、生産と市場の安定を確保する取り組みである。

5 )詳細は、上海市粗食局HP (httpV/www.chinagrain.gov.cn:82/shanerhai/index.html)を参照されたいO

6)新潟大学の学生に対するアンケートは、 2005年6月8日に、筆者が一部担当する講義(コメ産業論)

の受講生を対象に実施したものである。配布数は112 (回収率100%)であった。

7)詳細は、青柳[2005]を参照されたい。

8)日本経済新聞2007年1月19日。

9)牧野・羅[2004]と羅・牧野[2004]を参照されたい。

1 0)詳細については、蒼蒼杜他[2003]を参照されたい。
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